





A Study on the Concept of Care Work























































































































































　日常生活動作（activities of daily living；ADL）
とは、食事，排泄，清潔，移動などの動作をいう。
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図１．介護福祉の実践過程 
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杉山せつ子：介護福祉の概念に関する研究
サービス提供ということで，双方にとって意義
は大きい。
　介護福祉士が行う介護は，『介護技術講習会
のテキスト』の介護福祉士の定義や，『介護福
祉学』介護語義の記述にあるように，ADL・
IADL場面の支援を通して，要介護者と人間関
係を深めながら介護過程を展開し，要介護者本
人と環境にはたらきかけ、生活の質の低下予
防・維持・向上の支援であり，治療や訓練とは
本質的に異なる。
　社会福祉士及び介護福祉士法の介護福祉の業
務規定が「心身の状況に応じた介護」と改めら
れたが，介護福祉士の活躍の場は，変わらない。
むしろ介護福祉士の資質の向上をめざして専門
性が強化されたと捉えるのが妥当であろう。
　本名（1995）の論文には、一番ヶ瀬（1993）
が日本介護福祉学会の設立基調講演で「ケア
ワーカーの専門性は，専門分化した専門性では
なく諸科学を応用，統合するなかで，直接，生
命と生活にかかわる専門職として，位置づけら
れなければならない性格のものである」25）と
していたとある。確かに介護福祉には，家政，
看護，リハビリテーションなど隣接していて，
多くの介護福祉士等が独自性を見失う危惧がな
いとはいえない。筆者も同様に考えたことがあ
る。しかし，専門分化でなく，応用・統合によっ
て創生する専門性に発展する可能性が高い。
　介護現場の現状は，介護職不足が社会問題に
なるほどに介護福祉士が必要とされている。今
後、超高齢社会の日本にとって，介護福祉の需
要は益々高まると予測される。その活躍の場は，
1987（昭和62）年に制定された社会福祉士及び
介護福祉法の介護福祉士の業務規定に示されて
いるようにADL・IADL場面の支援である。筆
者はとりわけADL，IADLの場面の支援の介護
過程の展開事例の蓄積が重要と考えている。
　連携の事例を分割して分析して見えてきたこ
とは，ADL,IADLの場面で生活支援を行うなか
で，「いつもとちがう」ことに気づくける観察
力，何か気になることがあれば流さず「念のた
め」の行動力，時期を逃さず多職種協働の適切
な人・機関に「つなげる」判断力と行動力など
である。これらの能力は，介護過程の展開で鍛
えることができる。特に「つなげる」判断力は，
多職種協働のチームアプローチの成員である他
の専門職の強みを知り，信頼関係を築ける人間
性，介護福祉の倫理を踏まえた冷静な頭が求め
られる。
　多職種協働のチームアプローチにおいて，介
護過程の展開能力を発揮し，要介護者と必要な
機関などと「つなげる」役割を担うのが介護福
祉士である。この「つなげる」は，社会福祉
士26）と活躍の場を異にするADL，IADL場面に
おいて，個別援助を行うからできることであ
る。このことは，村西（2007）が「社会福祉の
立場から提供される介護を介護福祉援助と位置
づけ」27）している。このことは筆者と一致する。
つまり，介護福祉士を福祉職と捉えている。
　「介護福祉とは人を活かす営みである」これは，
筆者が，修士論文で，「介護福祉ニーズに視点
をおいた介護過程（介護過程の展開ツール）」
の理念を表現したものである。
　具体的には，介護福祉士自身が自己と向き合
い，同じ人間である要介護者のADL,IADL場面
の支援を中心に関わり，人間関係を深め，要介
護者の全体像を捉え，要介護者の生活の質の低
下防止・維持・向上の支援を行う。そして，要
介護者との関わりの中で気づいた変化を適切な
人・機関へ「つなげる」のが介護福祉である。
　また、この「つなげる」力や「医療的ケア」
の能力を高めることは、認知症などの疾病や障
害，終末期にある要介護者のADL,IADL場面に
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おいて，治療や訓練とは基本的に異なる利用者
本位の自立支援を行う力となり、医療に強い介
護職を育てることになるであろう。
　筆者は、事例研究を介護福祉の主な研究方法
として捉えている。なぜなら，事例研究は，新
しい介護福祉の技術を生産することでもあり，
介護福祉士が専門職として発展していく方法と
考えているからである。
７．結論
　今回，筆者の26年間の介護過程の研究・介護
福祉教育の経験と介護福祉士の法制度を踏まえ，
諸論文の意見を取り入れながら，介護過程の視
点から介護福祉の概念を考察し、以下の10項目
を明らかにすることができた。
①　 対象は心身に障害がある要介護者とその介
護者である。
②　 活躍の場と範囲は，大きく在宅と施設であ
る。
③　 ADL・IADL場面を中心に，介護指導も含
めた生活支援である。
④　 機能及び役割は，ADL・IADLの場面にお
ける生活の質の低下防止・維持・向上である。
⑤　 介護福祉の概念の確立に介護過程を重要視
する。
⑥　 価値の転換を図り，存在欲求の視点から生
活の再構築に関わる。
⑦　 多職種連携において「つなげる」役割を担う。
⑧　医療に強くなることが、求められる。
⑨　 判断の尺度は，人間と社会の理解，人間理
解では，同じ人間として自分の事のように
要介護者及びその家族と共感的に関わる。
（マズローの欲求階層論の構成要素，ライ
トの価値転換）
⑩　介護福祉の主な研究方法では，介護過程の
展開事例の研究を重視する。
　介護福祉の概念は介護福祉の独自性であり，
介護過程の展開ツールはその独自性を形にする
ツールである。
　今回の研究では，「介護の概念」と「介護福
祉の概念」とが共通する面からとりあげた。
　今後の課題として，ADL・IADLの場面の支
援を中心に介護過程の展開ツールの研修を継続
し，受講生（介護福祉士）の賛同を得て，介護
過程の展開ツールの事例研究を蓄積し，介護福
祉科学として確立していきたい。
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